数学科学習指導案
1  単元名：平方根

2  生徒の実態と単元のねらい

(1)  生徒観
男子7名、女子7名、計14名の少人数制のクラスである。生徒は授業中に静かに板書をノートに写し、課題に対して熱心に取り組み、積極的に答えようとする姿勢があり、その内容を理解したいと考えている。

少人数制を生かし、質問しやすいと考えている生徒が多い。また、正方形の図や電卓を用いて視覚的に刺激することによって、より興味をもつ生徒が多い。

(2)  単元観

本単元では、数概念の拡張が行われる。これまで、小学校では自然数から少数・分数へ、中学校1年生では正の数・負の数まで数概念の拡張が行われている。つまり、有理数の範囲までは数を拡張している。

本単元では、これがさらに有理数から無理数へと拡張されるのである。

この新しく加えられる無理数の指導では、身の回りの事象の中から具体的な例を多く取り上げ、有理数の範囲では正確に表すことのできない量の存在に気づかせ、
[image: image1.wmf]の記号を用いることの必要性と良さをまず理解させたい。
本単元は、この後に学習する「二次方程式」や「三平方の定理」につながる重要な内容である。従って、基本的な内容の定着には特に力を入れて臨みたい。

(3)  指導観
数を拡張した場合には、その数の概念と大小関係,及びその数の計算のしかたについて学習していく。平方根についても同じ手順で学習を進めていく。従って、負の数を導入した中学1年の正の数・負の数の学習を振り返って、同じパターンで平方根についても学習していけばよいことに気づかせたい。
そのために、導入では方眼紙にいろいろな大きさの正方形をかき、その1辺の長さに興味を持たせる。そこに出てくる「2乗して○になる数」の追求から平方根の定義に入りたい。無理数といっても自分の目で確かめることができ、
[image: image2.wmf]という記号の便利さも感じ取ることができると考えたからである。

また、これから発展させて、根号のついた数の計算法則へも展開することができると考えた。そこで、
[image: image3.wmf]のついた数の計算の指導においても、機械的に計算の方法を教えるのではなく、その計算方法が具体的な量と関連づけて理解されていくように指導したい。
3  目標
数の平方根について理解し、数の概念をいっそう深めるとともに、数を用いて物事をいっそう広く考察・処理することができるようにする。
ア.新しい数に対して関心をもち、数の概念をさらに深め、根号をふくむ式の計算にも意欲的に取り組む。

イ.数の平方根の中には限りなく続く小数点でしか表せない数があることを知り、数直線上の数についての理解を深める。

ウ.文字式の計算から、根号をふくむ式の計算のしかたを類推することができる。
エ.平方根のおよその値を、電卓を使って求めたり、根号をふくんだ式の四則計算や変形ができる。
4  指導計画
2章　平方根(14時間)

1.　平方根・・・・・・・・・・・・3時間　(本時3/3)

2.　平方根の値・・・・・・・・・・2時間

3.　平方根の乗法・除法・・・・・・4時間

4.　根号をふくむ式の計算・・・・・3時間

問題・・・・・・・・・・・・・・・2時間

5  本時の学習指導

・主題
平方根の大小
・目標
数の平方根の意味や根号を使った表し方、平方根の大小など、平方根について理解することができる。
・指導の重点

正方形では、1辺の長さが大きくなるにつれて、面積も大きくなり、面積が大きくなれば、1辺の長さも大きくなる。このことを利用して、正の数
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であることを理解させる。
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を用いて、有理数を根号を使って表現しなおすことで、平方根どうしの大小比較の方法が適用できるようになることを理解させる。
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0の平方根は0
負の数の平方根は考えない
	宿題の解答を確認する。
0の平方根は0, 負の数の平方根は考えないことを教師の説明を聞いて理解する。

	0の平方根は0, 負の数の平方根は考えないことを明確にする。

	展開

30分
	平方根の大小
根号がついているどうしの大小

根号がついている数とついていない数の大小
負の数の大小関係
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[image: image8.wmf]2

cm

と
[image: image9.wmf]2

3

cm

の正方形の面積から一辺の長さを求める。

[image: image10.wmf]cm

2



[image: image11.wmf]cm

3


面積が大きくなるにつれて一辺の長さも大きくなることを理解する。
2<3だから


[image: image12.wmf]2

＜
[image: image13.wmf]3

 

正の数
[image: image14.wmf]b

a

,

について
[image: image15.wmf]b

a

<

ならば、
[image: image16.wmf]b

a

<


例5(1)を解く。
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の大小を比べる。
根号がついているどうしの大小関係を教師の説明を聞いて理解する。
例5(2)で根号がついている数とついていない数の大小の比べ方を理解する。
3と
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の大小を比べる。
根号がついている数とついていない数の大小関係を教師の説明を聞いて理解する。
問6を解く

	正方形では、1辺の長さが大きくなるにつれて、面積も大きくなり、面積が大きくなれば、1辺の長さも大きくなる。

このことを利用して、正の数
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であることを明確にさせる。
根号どうしの大小は、根号の中の大小関係を比べればよいことを明確にする。
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を用いて、有理数を根号を使って表現しなおすことで、平方根どうしの大小比較の方法が適用できるようになることを理解させる。
負の数の大小関係を説明・確認させる。
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授業の評価
· 正方形の面積と1辺の長さの大小関係から、平方根の大小関係を導くことができるか。

· 平方根の大小を不等号を用いて表したりすることが手際よくできるか。
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例5(1)を解く
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根号がついているどうしの大小関係を教師の説明を聞いて理解する。

例5(2)で根号がついている数とついていない数の大小の比べ方を理解する。
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根号がついている数とついていない数の大小関係を教師の説明を聞いて理解する。

問6を解く

(3)では、負の数の大小関係を説明

	正方形では、1辺の長さが大きくなるにつれて、面積も大きくなり、面積が大きくなれば、1辺の長さも大きくなる。

このことを利用して、正の数
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であることを理解させる。
根号どうしの大小は、根号の中の大小関係を比べればよいことを明確にする。
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を用いて、有理数を根号を使って表現しなおすことで、平方根どうしの大小比較の方法が適用できるようになることを理解させる。

負の数の大小関係を説明・確認させる。
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